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はじめに

琉球大学社会学科広報学研究室は､昭和55年 7月に､宮古島における民

放 (CATV)導入とそれが主婦の購買行動にいかなる影響を及ぼしてい

るかについて調査を実施した (研究代表者 ･大田昌秀)oo今回の調査は･
宮古島調査から得られた知見を手がかりにして､南大東島の主婦を対象に

行われたものであるO

南大東島は､沖縄本島の東方372hTnの太平洋上に浮かぶ文字通り絶海

の孤島である｡NHKテレビも一日に二時間のビデオによる放送をするだ
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南大東島Lこおける主婦のメディア接触に関する実態調査 (宮城･保坂･川井)

けで､島の住民は放送衛星によるNHKテレビ全国同時視聴のできる日を

一日千秋の思いで待ちわびている｡このため島民は､電化製品販売店主と

製糖工場従業員が片手間に経営しているCATV-1局"から流すtt民放番

組"でかろうじて情報 ･娯楽-の渇望をいやしている｡

このようなマス･コミュニケーション状況下にある島で､マス･メディ

ア接触に関する実態調査が行われたのは今回が初めてである｡それだけに､

今回の調査は､放送衛星によるテレビ同時視聴化後の同島におけるマス･

コミュニケーションの影響に関する調査 ･研究に資するデーターを提供で

きるものと思われる｡南大東島は､テレビ文化が伝統文化に及ぼす影響の

過程を研究するうえでも興味ある対象である｡

今回の調査は､昭和57年度吉田秀雄記念事業財団の研究助成金を受けて

実施されたものである｡調査には､宮城悦二郎 (研究代表者)と共同研究

者として保坂広志､川井勇が参加した｡執筆は､第 Ⅰ､皿章が保坂､第Ⅲ､

Ⅳ章が宮城､第Ⅴ章を川井が担当した｡

① 詳しくは宮城 ･保坂 ｢宮古島における民放導入とその影響｣『琉球
大学法文学部紀要』 (社会学篇)第24号､1981年を参照されたい｡

第 Ⅰ章 調査の概要

Ⅰ-1 調査の目的

本調査は宮古島調査にひき続き､有線テレビによる民放番組導入が南大

東島の主婦の生活にどのような影響を及ぼしているかを探ることをその日

的とした｡

具体的にいえば､主婦の従来のマス･メディア接触傾向を変えたのでは

ないか｡また､子供たちのテレビ視聴に対する母親としての態度にも変化

をもたらしたのではないか｡さらには､民放番組を視聴することは､即ち

テレビCMとの接触をも意味するから､これが主婦たちの購買行動にも影

響を及ぼしているのではないか｡ このような推定を検証するのかこの調査

-112-



の目的であった｡

これらの点を明らかにするために､主婦のマス･メディア接触状況､民

放導入に対する評価､テレビCMに関する態度､CMと購買行動との関連､

母親として子供たちのテレビ視聴に対する態度等に焦点をあてて調査を行

った｡

Ⅰ-2 南大東の概観

南大東島は､沖縄本島より372bn東方海上にあり､北緯25度49分､東

経131度 14分に位置している｡ 地形は､海岸線が環状丘陵地帯で､内陸

部が低地となって連なり､隆起環礁からなる摺針状の島 (面積30.6hi)で

ある｡年平均気温は22.9度､同湿度78%で､高温 ･多湿な亜熱帯海洋性

図 Ⅰ- 1 南 大 東 島 の 位 置

北大東島

南大東島

気候に属している｡同島は､明治37年､東京都下八丈島民からなる開拓団

により初めて入墾 ･開拓された島で､第二次世界大戦以前は､特定企莱
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南大東島における主婦のメディアに関する実態諏査 (宮城･保坂･川井)

(製糖会社)が単独で､しかも治外法権的に島民を管理するといった国内

でも例をみない島峡経営を行っていた｡同島民が土地の私有を正式に認め

られたのは昭和39年7月からである｡

島外からの交通には､那覇一南大東島を-E]二往復しているDHC六型

機 (定員18人)による航空機利用が一般的で､島内にはバス･タクシーの

類はない｡

同島の人口は､1,692人､世帯数554 (数字は昭和57年3月末現在)0

最盛期の昭和30年代には約3.500人を数えた人口も､沖縄海洋博覧会 (昭

和 50年に開催)を前後して､ 島外への流出がおこり､沖縄県内の他の離

島同様､深刻な過疎の島となっている｡

産業別にみると､基幹産業はさとうきび単作農業で､農家戸数は221､

経営耕地面積 1,799ha､-戸当りの経営規模8.1haとなり､全国平均の1,2

ha(昭和57年度農林水産省調べ)と較べて国内有数の大農式農業を行って

いる｡

表 1-1 南大東島の産業別就業者数

(昭和50年度､国勢調査による)

第一次産業 第二次産業 第 三 次 産 業

農業 漁業 建設業 製造業 卸小売業 サービス 業 運 輸通信業 電 気ガ ス7kl首蕃 公務員

人 人 人 人 人 人 人 人 人

308 5 36 123 46 62 17 5 72

313人 159人 202人

同島の産業別就業者を､人口構成比からみると (表 Ⅰ-1)､トップは

農業の308人､次いで製造業 123人､公務員72人､サービス業62人の順

になっている｡四方を海に囲まれ､豊富な漁場にも恵まれた南大東島だが､

港湾設備が未発達なため漁業不振となっている｡

一方､学校は小学校と中学校の併置校で､中学校以上の進学は､沖縄本
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島や本土他府県に送り出している｡

以上の記述からもわかるように､南大東島は､沖縄県下の離島にあって､

地理的隔絶性､文化的孤立性の強い島である｡昭和54年 12月､沖縄県は､

県内の全市町村から選んだ15歳から70歳の約6,000人を対象に ｢県民選

好度調査｣を実施した｡この結果を南大東島に限ってみると､ ｢島のくら

しのよくなった点｣として ｢電話 ･電化生活 ･道路｣等をあげている｡反

面 ｢不便を感じる点｣として ｢医者 ･港･空港 ･テレビの視聴｣等､人々

の健康や文化､それに交通機関を上位にもってきている (『県民選好度調

査資料篇』沖縄県企画部調整課､昭和55年 3月)｡無村医としての不安も

さることながら､村民が他の離島村の住民以上に､日常生活で必要とされ

る交通施設や情報 ･娯楽の面にとくに不便を感じているところに､他の島

峡にはみられない南大東島の特徴がある｡

I-3 調査対象及び調査方法

本調査

昭和57年8月18日～同8月23日｡島内のCATV加入者のうち､既婚

女性のみを対象にしたoCATV加入世帯257中､本調査該当者は､217

人｡しかし不在52人､老人家族18人等､無効票が多く､実際の有効票

は147と､当初予定した割合を下まわってしまった｡

調査方法

質問紙を用い､個人面接法及び留置法､後日回収方法を併用した0

有効調査票

147票 (642%)
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南大東島における主婦のメディアに関する実態調査 (宮城 ･保坂 ･川井)

1-5 サ ンプル構成

Fl 年 齢

人数㈲ 年齢20代 130代 40代 50代 60代以上

実 数 (人) 31 34 43 30 9

割 合 (%) 21.1 23.1 29.3 20.4 6.1

F2 学 歴

最 小 旧 節 ｢司 専 大 そ

終 学校 刺 刺 等 門
学歴 女学 中学 学校 学校 学 の

人 数(%) 卒 校卒 校卒 辛 卒 卒 他

実 数 31 6 51 46 ll 0 2

割 合 21.1 4.1 34.7 31.3 7,5 0.0 1.3

F3 職 業

覗 - 育 農 商工● 専門 家事 そ

荏の 般 業●漁
仕辛人 数 辛務 務職 サービ の他(%) 敬 業 ス業 職

実 数 17 4 16 29 2 78 1
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F5 年間世帯収入

年 百 百 四 五 無
万 万 百 育 百 百

間 冒 円 万 万 万 万 回
収 以 ⊥ 円 円 円 冒
入 下 i ～ ～ 以 答

人 数(%) 百万円 云万円 四百万円 五百万円 上

実 数 20 38 31 16 19 13 10

F6 夫の職業

主人 - 労杏 建 農 商工 専門 管壁 夫無 その他

の職莱 般事蘇 設関 莱●漁 ●サービ
人 数(%) 敬 職 倭 莱 ス莱 職 敬 し

実 数 25 20 ll 34 16 8 12 19 2

F8 子供の数

出身也人数(%)南大東島 南以大外東の島県内 県外
実 数 63 80 4

千供の敬 四 五 チ人数(%)人 人 人 人 人 シ
実 数 51 26 18 13 4 35
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南大東島における主婦のメディアに関する実態調査 (宮城 ･保坂 ･川井)

調査対象者の年齢別構成に大きなバラツキはないといえる｡学歴では､

小学校卒が31人 (21.1%)､中学校卒が51人 (34.7%)で､義務教育終

了者が全体の半数を占めている｡職業別では､約半数の者が何らかの職業

をもち､専業主婦と呼ばれる者の比率 (53.1%)とほぼ同じである｡職種

としては商工 ･サービスが29人 (197%)でトップ｡次いで一般事務職

の17人 (ll.5%)､農業16人 (10.9%)の順となっている｡年間世帯

収入では､100万-200万がトップで38人 (25.9%)､次いで200万-

300万円の31人 (21.1%)となっている｡出身地別では､島外出身者が

57%と､地元出身者の43%を凌駕している｡ これを同じ離島である宮古

島と比較すると図1-2のようになる (宮古島については昭和55年調査を

参照した)｡出身地

% 表 Ⅰ-2 出身地別比較

地
元
出
身

沖
縄
県
内

が､現在の居住地と

同一か否かは､主婦

の日常生活や教育観､

はては消費面にいた

るまで様々な影響を

及ぼすと考えられる｡

NHKが､昭和53年

2月に実施した ｢全

国県民意識調査｣に

よると､同一県内で

地元出身者の占める

割合が最も高いのは

沖縄県で､93.4%と

いう比率になってい

る｡NHK調査は､同一県内の移動は､転入･転出と考えていないのでこ

の数字を単純に南大東島にあてはめることはできないが､それにしても転

入者が全体の半数以上を占めることに､同島の特色があるといってもいい

ようだ｡
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1-4 テレビ放映の現況

① NHKテレビジョン南大東放送試験局

南大東島は､沖縄本島より遠く隔たっているため､現在のところNHK

テレビの同時放送は行なわれていない｡現在の科学技術をもってすれば海

底ケ-ブル敷設による同時化も可能だが､巨額の資本投下が必要なうえ､

投資効果の面からも人口の絶対数が少ないため採算かとれず､放置されて

いる嫌いかある｡

しかし､公共放送という立場上NHK沖縄放送局は､昭和50年 3月か

ら､ビデオテープ空輸 ･電波再生方式により南北南大東島の住民に毎日午

後7時30分から同9時30分 (土曜日は9時50分)までの2時間､カラー放

送を行っている｡放送施設は､南大東村役場内に設置され､役場職員が交

替で番組送出をし､テレビ視聴料は無料､必要経費はNHKが負担してい

る｡

この措置により､住民は曲がりなりにもNHKテレビの恩恵に浴してい

るわけだが､異時再送信で､番組も沖縄本島と較べて約4週間も遅れてい

るため､住民の不満は大きい｡村議会では､たびたびNHK東京本社をは

じめ郵政省等関係機関に ｢同時放送｣の陳情を行っているがItなしのつぶ

て"だという｡もっかのところNHKが､昭和59年 2月､実用通信衛星

(Bs2a)を打ち上げる計画をもっており､衛星通信を利用して同時放送

の実現がはかられることに島民は大きな期待をいだいている｡

② 南大東有線テレビ協同センター

南大東島には､現在二つの有線テレビ局がある｡そのうちの一つ､協同

センター (代表者 ･吉里正清)は､昭和51年 10月に運用を開始した加入

世帯約150のミニ･テレビ局である｡加入世帯施設区域は市内の在所､池

之沢地区を中心に150｡加入金で設備費をまかなう経営方針がとられている

ため､入会金は3万円から10万円にものぼる｡電柱共架はもちろんのこと､

引き込み用自主柱や増幅機用ポールもなく､銅線ケーブルを埋設し､映像

を送っている｡地中にケーブルを敷くため､道路下を掘ったり､地底にケ

ーブルをくぐらせるなどの苦労がたえず､加入者宅にようやくケーブルが
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届いても出力減退のため映像がほとんどみえないという笑えない事態もお

こっている｡維持費は月額3.000円｡社員は､パチンコ店を経営する奥さ

んの一人だけである｡広告収入がないため､会費収入でのみ経営せざるを

得ず､新規加入もほとんどこれ以上の増加は期待できない状況である｡そ

の上さらに､キビ作が三年連続不作のため収金率は月50%を割っているの

が実情で､吉里代表者によると ｢まったくの赤字経営｣ということである｡

もっかのところテレビ局の運営資金は､代表者が経営する電気機器の販売

収入と娯楽施設のそれでまかなわれている｡

協同センターの週放送時間は105時間 (午前9時～午後12時)､番組収

録を那覇市の知人宅に依頼､琉球放送 (RBC)､沖縄テレビ (OTV)

の番組を収録し､過二回程度空輸し､一週間遅れで放送サービスを行って

いる｡自主放送では､南北南大東島の親善野球大会､運動会､村祭り､役

場からのお知らせ等随時に放送しているが､機動力という点から自主放送

の拡大は望みようもないのが現実である｡

そもそも共同放送センターは､共同放送という名前の如く､昭和48年頃

テレビ視聴の恩恵にあずからない住民が､ビデオ･デッキの購入をきっか

けとして､テープの交換を始めたことに端を発している｡デッキ所有者は､

沖縄本島在の親戚 ･知人に頼んで番組を録画し､それを互いに交換したわ

けだが､テープ代が高価なためと､空輸の煩雑さもあり､窮余の一策とし

て家庭から家庭-のケーブル配線により､テレビ録画をみるという自衛策

をとった｡吉男氏は､当時から電器具店を経営し､機械に詳しいというこ

ともあり､組合員への便宜をはかり､やがて新規の事業として直接経営に

乗り出し､現在にいたっている｡

④ 南大東島有線放送

南大東島有線放送 (代表人･中里駿太郎)は､協同センターの経営者の

一人であった中里氏が､同局より分離 ･独立して､昭和54年4月から運用

を開始した｡加入世帯施設区域は､在所､決之沢､北を中心に180世帯｡

昭和57年8月現在､加入者数は約 100｡加入金は一律55,000円となって

いるが､遠距離加入者には実費を負担 してもらっている｡維持費は月報3.000
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円｡社員は奥さんの一人だけであるが､代表者である中里氏が他に定職を

もっているため､番組の送り出しから集金にいたるまで､実質的な経営は

夫人の力に負っている｡経営状態は ｢協同センター｣とほぼ同じで､ ｢赤

字続きで､とても著作権料など払えるわけがない｣ (中里氏談)というこ

とである｡

同放送局の週放送時間は119時間 (午前7時～午後12時)｡番組収録方

法や番組提供局および放送内容は ｢協同センター｣とほぼ同じである｡自

主放送は行っておらず､琉球放送の報道番組 ｢エリア･レポート｣ (月～

金曜日､午後6時～6時30分)を一週間遅れで同時間帯に放送している.

中里氏によると､南大東島における有線テレビの発案は､本人に初まる

という｡中里氏も､他の住民同様､ビデオ･デッキを昭和46年に購入した

が､テープの輸送代や維持が大変なため､ケーブルを敷設し､各家庭をつ

ないだらどうかと一計をこうじた｡事実ケーブルを敷いたところ､他家へ

も映像が届き､吃驚したとのことである｡これをもとに､本人宅を親局に

して､約40世帯はどの組合を結成､映像の配給に努めた｡その時､同種の

こころみを行っていた吉里氏と協力､前述した ｢放送センター｣の経営に

乗り出すが､やがて収入の配分方式等をめぐり対立､中里氏が従来の組合

員をひき継ぐ形で､直接経営に乗り出したわけである｡

南大東島での有線テレビは､現行の有線テレビ法､著作権法等からする
● ●●

と問題がないとはいえないが､ ｢南大東島での娯楽といえば酒かつりしか

なく､離島の後進性や教育文化の向上を計るにはテレビしかない｣ (村会

議員談)という状態である｡離島中の離島の文化､情報､娯楽の飢餓状態

を考えるならば､法律上の論議ではかたずけられないことがあるのも否定

できない｡また､村役所の行政情報や交番からのお知らせ､その他島産牛

肉の販売､告別式等の生活情報などもCATVを使用して流されている状

況である｡
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第Ⅱ章 民放テレビ導入の評価

皿-1 主婦のCATV導入に対する態度

沖縄本島より地理的に隔絶された南大東島に､民放テレビが導入されて

六年の歳月が経過したが､家

庭の主婦は､それをどう受け

とめているのだろうか｡その

集計結果がQ7である｡ ｢ど

ちらともいえない｣が トップ

で､49.7%となっている｡次

いで ｢好ましい点が多い｣の

43.5%､ ｢好ましくない点が

多い｣6.8%の順になってい

Q7 民放テレビ導入の評価

民放が入 好 好 ど 無回

つてど ま ま ち
う思 し点 し点 らい
うか いが くが とえ

人 多 な多 もな 答(%) い いい い

実 数 64 10 73 0

る｡結果を､昭和55年 7月に実施した宮古島調査と比較すると表皿-1の

ようになる｡数字の上で幾 らかの差異はあるものの､順位はまったく同じ

である｡

表皿-1 民放テレビ評価に関する宮古島と南大東島の比較
(数字は%)

昭和55年7月 宮古島調査

昭和57年8月 南大東島調査

南大東島におけるコミュニケーション状況を考えると､有線テレビや地

元新聞が発刊されている宮古島と較べて民放テレビに好意的評価を下すも

のが多いことは十分納得できる｡ただし､ ｢どちらともいえない｣と答え
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ているものは､民放テレビへ視聴料を支払い､その対価として相当のサー

ビスを受けているかどうかに疑問を感じているからではないか｡

次に､民放テレビが好ましい点(Q8)および好ましくない点(Q9)について

答えてもらった結果をみてみよう｡自由記述式で述べてもらったため､回

Q8 民放テレビのよい点

好ま 娯楽 哩7T: 南口ロ□ 知識 ∠ゝコ=請 格差 ひま その他 わ

しい が 香壁 知識 ●情 が E]7E正 つぶ から
点 ふ が見 が 報が ふ に し

人 え ら ふ 与 え 役 にだ 吃

(%) た れる ス_る ス_る る 立つ Aる い

実 数 20 2 2 27 2 3 7 9 94

答者は約半数と低いが､回答があった内訳をみると､ トップが ｢知識 ･情

報がふえる｣164%､ついで ｢娯楽がふえた｣120%､ ｢その他｣54%

の順になっている｡｢その他｣の内容としては ｢テレビは頭の回転を良く
する｣｢子供がよく家にいるようになった｣等があり､ ｢暗黒の世界から
救ってくれた｣という表現には､絶海の孤島に住む人の気持ちがよくあら

われているといえよう｡

次に ｢民放テレビの良くない点｣についてみてみよう (Q9)0

これも自由記述式で答えてもらったが､民放テレビに加入すること自体

が､既にテレビに対する肯定的な判断を含んでいるためか､回答者は ｢民

放テレビの良い点｣を答えてくれた人を､大きく下まわっている｡｢よく
ない点｣の トップは ｢子供に悪影響がでる｣の6.1%である｡割合として

は低いが､ ｢風紀上よくない番組がある｣2.7%､ ｢勉強しなくなる｣2.7

%等があり､総じて民放テレビの良くない点は､子供の学習や態度への影

響を懸念しているからのようだ｡｢その他｣としては､ ｢朝の子供むけ番
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Q9 民放テレビのよ くない点

良くない 風紀 千供 再 仕事 勉強 その他 わ

ところ人 上よく番 に悪影 放逮 が辛に しな から
な粗いがあ 響がで が多 つかな くな 吃

(%) る る い い る .い

実 数 4 9 1 2 4 7 121

割 合 2.7 6.1 0.7 1.4 2.7 4.7 81.7

組が少ない｣ ｢ラジオや新聞をあまり聴いたり読んだりしなくなった｣｢会

合がテレビのためルーズになった｣等がある｡とくに民放テレビの導入後､

時間の使い方に問題がでてきたとの発言がしばしば聞かれた｡いわく ｢婦

人会の集まりは､テレビの番組と相談して決める｡もしこれを怠ったら会

の運営はむずかしくなる｣ (婦人会 リーダー) ｢子供会活動がやりにくく

なった｡テレビがなかった当時は､子供たちは外でまっ黒になるまで遊ん

でいたが､今はみんなテレビにかじりついて外にでなくなった｡顔も都会

的になってきた｣ (学校教師)とかの意見も聞かれた｡テレビが新メディ

アとして地域社会に導入された当初は､人々のテレビに対する関心は高く､

日常のあらゆる場面で混乱がおきるといわれているが､テレビが導入され

六年が経った現在でもなおかつ前述の発言が聞かれるのは興味深い｡

Ⅱ-2 母親からみた子供と民放CM

南大東島の家庭の主婦たちは､子供むけテレビCMをどう評価しているの

のであろうか (Q22-表皿-3)0

｢子供むけテレビ広告の評価｣では､ ｢現状のままでよい｣が トップで

44.9%､ついで ｢わからない｣25.2%､ ｢もっとあってよい｣13.6%の

順となっている｡全体としては､約六割の人たちが子供むけテレビCMに
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Q22 子供むけテレビ広告の評価

子ども向けテレビ広告につ らつとあっ 覗状のま 滅した方 ない方 わか 無回答いて人(%) てらよい までよい がよい がよい ら吃い

実 数 20 66 15 1 37 8

肯定的評価を

下しており､

否定的なそれ

を大きく上ま

わっている｡

この結果を宮

古島調査 (昭

和55年)と較

べると､肯定

的評価では､

ほぼ同じ回答

率であるのに対し､否定的評価では､宮古島の方が高くなっている (表Ⅱ

-2)0

表皿-2 子供むけテレビ広告の評価に対する宮古島と

南大東島の比較

もっとあ
ってよい 現状のままでよい
1 1

宮 古 島

南大東島

ない方がよい

-T=I.::-∴

わから

ない

J

:14.7%..一●■●●●● 45.1% .'i:;.I..'岩器日田 16.8%

/ / 〟

† †
0.7 無回答

おそらく宮古島の主婦の方が､子供むけテレビ広告についての関心が高く､

それだけにCMの影響について敏感であると考えられる｡他方､南大東島
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の主婦の場合､子供むけテレビ広告の影響について､未だ機が熟していな

いか､あるいは無関心ということが考えられる｡

Q23-SQ1-2は､子供むけテレビ広告の良否について具体的に述べ

てもらった結果である｡本調査項目は､自由記述式であり､質問それ自体

Q23-SQl 子供むけテレビCMのよい点

いいと思 夕キ 商⊂コ 格 流 義 莱 その他 無回笈⊂:コ

う点人 ヤレラ HH知 差Ej¶E TT 覗 般的 中

ク 識 正 が 力 知 力

ン夕I が に わ が 識が が

卜の ふ 役立 か ま 与 ま

(%) まやね ス_る Iつ る す ス_る す

実 数 2 1 2 2 3 10 2 6 122

割 合 1.4 0.7 1.4 1.4 2,1 6.7 1.4 2.0 83.0

Q23-SQ2 子供むけテレビCMのよくない点

良くなヽ C C 道 金 ここコ その他 無回答

M M 徳 倭 葉

し点人 商｡ロロ のま 的 い 倭い

杏 ね に が が亜

ねだ 杏す 悪 ふえ 八二一ヽくな
(%) る る い る る

実 数 3 1 3 2 5 5 128

がやや難解のきらいがあり､回答者 (有意)は､二割にもみたなかった｡

その中で ｢子供むけテレビCMのよい点｣として有意回答中もっとも高か

ったのは ｢一般的な知識がふえる｣の6.7%であった. この他に ｢表現力

が増す｣2.0%､ ｢集中力がます｣｢流行がわかる｣｢タレントのまねをす

-126-



る｣ (いづれも1.4%)とある｡ 南大東島の主婦にとって､子供むけテレ

ビCMとは､商品の提示というより､一般的な情報なり知識源として受け

いれられているようだ｡｢その他｣としては､ ｢家庭が楽 しくなる｣とか
｢娯楽としてもコマーシャルは楽 しいか ら｣等がある｡

次に ｢子供むけテレビCMのよくない点｣として､回答者中トップは ｢言

葉使いが悪 くなる｣の3.4%､ついで ｢CM商品をねだる｣ ｢道徳的に悪

い｣がそれぞれ2.0%である｡ ｢その他｣としては､ ｢誇大広告がある｣

｢有害食品のコマーシャルがある｣とか ｢目がこえてきて高い物ばかりほ

しがるから｣等があった｡

それでは次に､一体どのくらいの主婦が子供からテレビ商品をねだられ

たことがあるかを述べてみよう (Q24)0

Q24 テレビCM商品のせがまれた
経験の有無

テレビCM製 ある ない 無

品をせが 回
まれる

人 (%) 答

実 数 30 111 6

割 合 20.4 75.5 4.1

Q24-SQl せがまれたことのある
CM商品の種類

子供から ｢せがまれた経

験がある｣人は20.4%､お

よそ5人中1人の割合であ

る｡それでは､具体的に､

母親は子供からどういった

種類の商品をせがまれたの

だろうか｡Q24-SQlが

その回答である｡｢せがま
れたことのあるCM商品の

種類｣としてもっとも多い

品物の 食 し オ フ そ 無

種 類 料 好(口菓 モ ア

人 ⊂コuH飲 口日千 チ ノシ の 回

(%) 料 類＼_.... ヤ ヨン 他 答

実 数 1 6 21 0 4 3
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南大東島における主婦のメディアに関する実態謁査 (宮城 ･保坂 ･川井)

表皿13 子供むけテレビCMの評価 (Q22)×子供からテレビ
CM商品のせがまれた経験の有無 (Q24)

Q22Q24もつとあつてもよい 現状のままでよ い 滅した方 がよ い ない方がよい わからな い 無回答 計

あ る 20.0 60.0 20.0 0.0 0.0 0.0 100.0
(6) (18) (6) (0) (0) (0) (30)

な い ll.7 43.2 8.1 0.9 33.3 2.7 100.0
(13) (48) (9) (1) (37) (3) (111)

無 回 答 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 83.3 100.0
(1) (0) (0) (0) (0) (5) ( 6)

計 (20) (66) (15) (1) (37) (8) (147)

品をせがまれた経験の有無と､子供むけテレビCMの評価をクロスさせた

ものである｡

｢もっとあってよい｣ ｢現状のままでよい｣を子供むけテレビCMの肯

定的評価､ ｢滅した方がよい｣ ｢ない方がよい｣を批判的評価とすると､

子供からテレビCM商品をせがまれた経験のあるもののうち80.0%のもの

が肯定的な評価を下している｡一方､商品をねだられた経験のないものは､

肯定的評価が54.9%､批判的評価が90%となっている｡これからすると､

南大東島の母親は､子供からテレビCM商品をせがまれた経験の有無をと

わず､テレビCMの肯定的評価が高い｡常識的には､親が子供からテレビ

商品をせがまれた経験のあるものは､批判的評価が高くなるはずである｡

ところが表D-3でもわかるように､この評価は当てはまらない｡おそら

く､テレビのチャンネル選択権の余地がない南大東島のテレビ現況にあっ

て､まだ子供むけテレビCMの功罪をうんぬんするに至っていないことを

物語っているのではないか｡

次の表皿-4は､ ｢子供の人数｣と ｢子供むけテレビCMの評価｣をク

ロスさせた結果である0
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表∬-4 子供の人数 (F8)×子供むけテレビCMの評価
(単位は%)

弼 肯定 批て梱 評価 そ?他 門 答

子供むけテレビCMの評価は､この表からみる限り､子供の人数と大き

な関係があるようだ｡子供の人数が多ければ多いほど､テレビCMの評価

がよくなっていく傾向がある｡子供とテレビCMを考える場合､CMの効

果は子供の年齢と高い相関関係があるといわれているが､子供の人数との

関係については､関連データーが少なく､結論をだすのはむずかしい｡た

だ一般に商品を買うのは母親であることから､母親がテレビCMについて

どういう評価を下すかが重要であろう｡それと同時に､子供は多くのこと
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をテレビCMから学習する｡子供の数が多ければ多いほど､CM商品の情

報は多くなり､結果的にはこれがテレビCMの肯定的評価につながってい

ると考えられる｡

第Ⅲ章 主婦のマス･メディア接触状況

Ⅲ-1 テレビ視聴状況

Qlは､調査対象主婦たちのテレビ視聴時間を示したものである｡平均

で3時間36分 (｢5時間以上｣を6時間とすると平均は3時間54分とな

る)｡昭和56年に調査した宮古島の主婦の場合と比較すると､｢5時間以
上｣の視聴者

が南大東島の Ql テレビ視聴時間 (NHKを含む)
場合34.7%だ

から､約5%

はど多い (宮

古は30.4%)0

これは娯楽施

設や余暇活動

の場のない南

大東島の主婦

テレビ 四 五 は 撫

視聴 時 時 時 時 時 と

時間 間 間ぐ 間ぐ 問ぐ 問 んど 回
人 以 以 み

ら ら ら 吃 答(%) 下 い い い 上 い

実 数 10 21 34 26 51 5 0

の生活の中で

テレビがかなりのウエートを占めていることを物語っているといえるのか

も知れないが､調査を実施した時期が偶然にも農閑期にあたっていたせい

もあると思われる｡長時間視聴者が多いという点をのぞけば､南大東島の

主婦の視聴傾向も宮古島の主婦のそれも､特に目立った違いはみられない｡

南大東島ではNHKは1日2時間しか放映されていないが､NHK番組

をよくみているのは､20.4%で､｢1時間以下｣が34%､ ｢ほとんどみ
ていない｣が456%もいる｡これは沖縄本島と同じようにNHK番組を視
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聴できる宮古島とは異なり､

南大東島ではNHK番組が主

婦の最も忙しい夕食時前後の

午前7時半から9時半の時間

帯に放送されることや､放送

される番組が四週間も遅れて

いることなどに原因があるも

のと考えられる｡

しかし､原因はそれだけで

Q2 NHKのテレビ視聴時間

NHK視 - - は 無

聴一日 時 時 と

平均 間 間 んど 回答
人 以 ぐら みな

(%) 下 い い

実 数 50 30 67 0

割 合 34.0 20.4 45.6 0.0

はないらしい｡他の設問の結

果などと考え合わすと､南大東島の主婦たちの持つテレビの機能について

の考え方や番組に対する期待､などの点で､宮古の場合と少々違うこと､

両島のメディア状況や文化の違いなども原因があると思われる｡

ちなみに表Ⅲ-1は ｢あなたは主として何のためにテレビを見ますか｣

表Ⅲ-1 テレビ視聴の目的

娯
楽
の
た
め

商
品
情
報

ひ
ま
つ
ぶ
し

話
題
が
豊
富

一

に
な
る
か
ら

13

日
常
生
活
に

役
立

つ
か
ら

知
識
を
ふ
や
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世
の
中
の
こ
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早
く
知
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た
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南大東島における主婦のメディアに関する実態渦査 (宮城･保坂･川井)

との問いに対する両島の主婦の答えを比較したものである｡南大東島の場

合､ トップが ｢娯楽のため｣ (31.3%)で､次が ｢世の中のことを早く知

るため｣ (20.4%)であるのに､宮古の場合はトップが ｢世の中のことを

早く知るため｣ (29.9%)で､逆に ｢娯楽｣はたったの2.2%である｡

両者の顕著な違いは､テレビに対する期待､もしくはその機能について

の考え方の相違点にある｡宮古島の場合､ ｢世の中のことを早く知るため｣

という答えが最も高いことは､良く言えば､テレビを情報源としてシリア

スに受けとめているといえる｡実際､NHKの番組は全国と同時に視聴で

きるし､東京のキー局から供給される宮古島有線テレビの番組には関東地

域向けのCMがついていて､視聴者は東京地方の流行などに直接に接する

ことができることや､さらに宮古島有線テレビの自主制作の定時ニュース

番組を通 して地元のことを知ることができる｡だから宮古ではたしかにテ

レビが ｢世の中のことを早く知らせる｣メディアとして機能しているとい

える｡しかし､テレビを見るのは ｢娯楽のため｣と答えたのがわずか2.2

%でしかないのは不自然であり､タテマ工的な態度が現われていると推測

せざるを得ない｡なぜなら､宮古島有線テレビ導入前に実施したインタビ

ュー (昭和 52年7月)で､一部の人達は､ ｢子供のことを考えるとNHK

だけでいいのだが､プロレスや映画もみたいし･--｣と多くの人が答えて

いたし､その後の面接調査でも民放導入の ｢好ましい点｣として､ トップ

に ｢娯楽がふえた｣ (56%)と答え､ ｢好ましくない点｣として多くの主

婦が ｢風紀上よくない｣ (68%)ことや ｢子供に悪い影響がでる｣ (32

%)と答えている｡さらに､有線テレビ加入の理由として ｢家族のすすめ

で｣の30.4%に次いで29.3%の主婦が ｢娯楽のため｣と答えているQ

その点､南大東島の主婦のテレビ観は素朴であるし､現在同島において

テレビが果たしている役割を正確に反映している｡テレビに求めるものは

｢娯楽｣と答えたのが31.3%で､ ｢世の中のことを早く知る｣は20.4%｡

同島のテレビはまだ情報提供メディアとしては充分に視聴者のニーズをみ

たしていないようだ｡現在､南大東島の民放局は､tt局 "とは名ばかりで､

沖縄本島の知人に頼んで録画してもらった番組をtl社長"夫婦がただ流す
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だけであり､本島のRBCやOTVの許可を得て放送しているニュース番

組でも二週間も遅れたものである｡したがってテレビは情報メディアとし

てより､娯楽メディアとしてしか機能しえていないといえよう｡

また､テレビさえ満足に視聴できない島で､視聴者は主婦も含めて､テ

レビが果すべき機能やテレビの児童への影響等について批判的にとらえる

段階にはないといえよう｡第Ⅴ章の ｢テレビと子ども｣でも指摘されてい

るように､テレビ視聴態度､テレビへのコントロール､子供への影響等に

ついても問題意識はまだ現われていない｡ これは農村社会特有の生活様式

や文化的要因によるところもあるかもしれない｡このようなテレビに対す

る無批判的態度は､主婦の教育程度にも関係あろうが､メディアの未発達

によるところが大きいのではないかと思われる｡つまり､南大東島は､テ

レビのネガティブな影響が顕在化して視聴者に問題視されるような段階に

入っていないということである (表Ⅲ-2参照)0

表Ⅲ-2 宮古 ･南大東島の主婦の学歴

20



南大東島における主婦のメディアに関する実態調査 (宮城 ･保坂 ･川井)

ちなみに､有線テレビが入ったことはどんな点で好ましいと思われますか､

との問いに､17.7%が ｢知識 ･情報がふえる｣とか ｢娯楽がふえた｣(129

%)と答え

てはいるが､ Q9 有線テレビ導入の好ましくない点

64%が ｢わ

からない｣

と答えてい

る (Q8)0

そして ｢好

ましくない

点は｣との

好まし 風 子影 再 チ C そ わくない 紀よ 供響 放 ヤ M か
点 上 く にが 送が ン が の ら

人 な 悪で 多 ネ争 多 他 ち(%) い いる い ノレい い い

実 数 1 9 1 0 0 17 121

問いにも実

に82.3%が ｢わからない｣と答え､わずか6.1%の主婦が ｢子供に悪い影

響がでる｣と懸念しているにすぎない｡

Ⅲ-2 番組噂好

有線テレビ民放番組の噂好については､南大東島でも宮古島でもトップ

は ｢ドラマ｣で､南大東島で76.2%､宮古島で77.2%､ 次いでニュース

で南大東島が 60.5%､宮古が56.5%｡ 三位以下六位まで南大東島で ｢ク

Q5 民 放 の 番 組 噂 好

香 時 ク ス ワイ プ ド マン 歌 吹画 そ 堰

組 ユI 代 イズ ボーッ ドシ ロレ ラ ガ･向子け 謡 の 回

人(%) ス 劇 香組 杏組 ヨI ス マ ど番も組 曲 他 笈｢｢

実 数 89 78 85 37 36 48 112 40 84 76 6 0
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イズ番組｣ (57.8%). ｢歌謡曲｣ (571%)､ ｢時代劇｣ (53.1%)､

｢映画｣ (51.7%)の順になっている｡

一方､宮古島での三位は ｢時代劇｣ (359%)､次がプロレス (39.1

%)､ ｢クイズ番組｣ (38.0%)､ ｢ワイドショー｣ (27.2%) となっ

ている｡

両島において､ ｢ドラマ｣が第-位を占めていることは､調査対象が主

婦であることのためだと思われる｡第二位の ｢ニュース｣については､宮

古ではMCTV(宮古島有線テレビ)の自主制作ニュース番組に対する関

心の高さを示しているものだが､南大東島の場合は島民がいかに外からの

ニュースに飢えているかを示している｡同島の有線テレビで放送されるニ

ュースは､沖縄本島のRBCやOTVから供給されているが､その内容は

二週間ほども遅れたものであるにもかかわらず､視聴者の関心はすこぶる

高い (Q5)｡南大東島でのこのようなニュースに対する関心の高さは同

島の主婦のラジオ接触の態様にもあらわれている｡

有線テレビ加入の理由 (Q4)､テレビを視聴する目的 (Q6)につい

ての問いにおいても南大東島の主婦は ｢娯楽｣のため､噂好番組も(Q5)

｢ドラマ｣と答えて､娯楽志向をはっきりさせているが､有線テレビに加

Q4 民 放 テ レ ビ加 入 動 機

加 入 娯莱 教秦 商⊂コ口□ NH 家す 知す 地 そ 無
動機人 ●知 の知 K以 族す 人す フt:香 の 回

(%) 識 識 外 のめ のめ 組 他 答

実 数 34 15 1 9 1 0 025 64

入した結果(Q8)は ｢娯楽がふえた｣と感じている人 (12.9%)より ｢知

識や情報がふえた｣と感 じている人が多い (179%)0

これはもともとテレビに娯楽を求めつつも､その中に知識か情報 (それ
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‚¤‚© ¡Q4 ‚Ì—L•ü ƒe ƒŒƒr‰Á“ü—• —R‚Å‚Í ƒgƒbƒv‚ª ¢ŒâŠy£¤‚»‚ÌŽŸ‚ª ¢‹³—{
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Q6 ƒe ƒŒ ƒr Ž‹ ’® –Ú “I

ƒe ƒŒ ƒr •¢ ˜a “ú ˜b –L Œâ ‚Ð •¤•î ‚»‚Ì –³‰ñ

Ž‹ ’® ‚Ì ‘• Ž¯ •í ‘è •x —‰ ‚Ü •i •ñ
‚ð ‚Ó •¶ –ð ‚ª ‚É ‚Â ‚É ‚ð

—• —R ‚Ì ’m ‚â Šˆ —§ ‚È ‚Ì ‚Ô ‚Â ‚¤

•l ‚± ‚é ‚· ‚É ‚Â ‚é ‚½ ‚µ‚Ì ‚¢ ‚é

‚Æ‚½ ‚½ ‚© ‚© ‚½ ‚Ä ‚½ ‘¼ –îŒû(%) ‚ð ‚ß ‚ß ‚ç ‚ç ‚ß ‚ß ‚ß

ŽÀ •” 30 14 21 13 46 21 1 1 0

‡V-3 ‘¼ƒ•ƒf ƒBƒA‚Æ‚Ì•Ú•G (ƒ‰ƒWƒI)

“ì‘å“Œ“‡‚É‚¨ ‚¯ ‚éƒ‰ƒWƒI‚Ì••‹y‚Í‚Ù‚Æ‚ñ ‚Ç 100 %‚É‹ß‚¢ (99.3 %)¡‚»

Q26-SQl ƒ‰ ƒW ƒI ’® Žæ Žž ŠÔ

ƒ‰ƒWƒI‚ð 1 2 3 4 5 ‚Â ƒ‰

•· ‚­Žž Žž Žž Žž Žž Žž ‚¯ ƒW

•·“ü ŠÔ –â‚® ŠÔ‚® ŠÔ‚® ŠÔ ‚Â‚Î ƒI‚Í

(%) ˆÈ“à ‚ç‚¢ ‚ç‚¢ ‚ç‚¢ ˆÈ•ã ‹h‚µ ‚È‚¢

ŽÀ •” 30 31 22 8 13 21 1

Š„ •‡ 23.8 24,6 17.5 6.3 10.3 16.7 0.8
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